
春日井市コミュニティ住宅駐車場要綱  

 

（趣旨）  

第１条  この要綱は、春日井市コミュニティ住宅 (以下「コミュ

ニティ住宅」という。 )の敷地の一部を駐車場として使用させ

る 場 合 の 春 日 井 市 財 産 管 理 規 則 （ 昭 和 40年 春 日 井 市 規 則 第 ７

号 ） 第 ９ 条 の 規 定 に 基 づ く 許 可 及 び 春 日 井 市 行 政 財 産 目 的 使

用 料 条 例 （ 昭 和 39年 春 日 井 市 条 例 第 ４ 号 ） 第 ３ 条 の 規 定 に 基

づく使用料について、必要な事項を定めるものとする。  

 

（用語の定義）  

第 ２ 条  こ の 要 綱 に お い て 、 次 の 各 号 に 掲 げ る 用 語 の 意 義 は 、

それぞれ当該各号に定めるところによる。  

⑴  自動車  道路運送車両法（昭和 26年法律第 185号）第２条

第２項に規定する自動車（二輪自動車を除く。）をいう。  

⑵  駐 車 区 画  駐 車 場 に お い て 、 １ の 自 動 車 を 駐 車 す る こ と

ができる区画線等で仕切られたそれぞれの部分をいう。  

 

（許可の基準）  

第 ３ 条  市 長 は 、 次 に 掲 げ る 要 件 に 該 当 す る 者 で な け れ ば 許 可

を し て は な ら な い 。 た だ し 、 市 長 が や む 得 な い 事 情 が あ る と

認める場合はこの限りでない。  

⑴  コ ミ ュ ニ テ ィ 住 宅 の 入 居 者 （ コ ミ ュ ニ テ ィ 住 宅 賃 貸 借 契

約を締結した者をいう。以下同じ。）であること。  

⑵  入 居 者 又 は そ の 同 居 者 が 、 次 の い ず れ か に 該 当 す る 者 で

あること。  

ア  道 路 運 送 車 両 法 第 58条 に 規 定 す る 自 動 車 検 査 証 の 使 用

者の氏名又は名称の欄に記載されている者  

イ  許 可 の 日 か ら １ か 月 以 内 に 、 ア に 該 当 す る こ と が で き

る者  



２  前 項 の 許 可 の 対 象 と な る 自 動 車 は 、 使 用 す る 駐 車 区 画 に 納

まるものでなければならない。  

 

（許可の条件）  

第 ４ 条  市 長 は 、 許 可 を 行 う 場 合 に は 、 使 用 者 に 対 し 次 に 掲 げ

る条件を附すものとする。  

⑴  入居者は、駐車区画を正常な状態に維持することに努め、

現 状 を 変 更 し 、 又 は こ れ に 工 作 物 等 を 設 置 し て は な ら な い

こと。  

⑵  入 居 者 は 、 自 己 の 責 め に 帰 す べ き 事 由 に よ り 駐 車 場 又 は

そ の 附 帯 す る 設 備 を 滅 失 し 、 又 は き 損 し た と き は 、 こ れ を

原状に復し、又はその損害を賠償しなければならないこと。 

⑶  入 居 者 は 、 駐 車 場 内 に 引 火 性 若 し く は 発 火 性 の 物 品 又 は

他 の 者 の 駐 車 の 支 障 と な る 物 品 を 持 ち 込 ん で は な ら な い こ

と。  

⑷  入 居 者 は 、 前 ３ 号 の 規 定 を 遵 守 さ せ な け れ ば な ら な い こ

と。  

 

（許可の申請等の手続）  

第 ５ 条  第 ３ 条 の 許 可 を 受 け よ う と す る 入 居 者 は 、 行 政 財 産 目

的 外 使 用 許 可 申 請 書 （ 第 １ 号 様 式 ） を 市 長 に 提 出 し な け れ ば

ならない。  

２  市 長 は 、 駐 車 場 の 使 用 を 許 可 し た と き は 、 行 政 財 産 目 的 外

使 用 許 可 書 （ 第 ２ 号 様 式 ） を 前 項 の 申 請 者 に 交 付 す る も の と

する。  

３  許 可 を 受 け た 入 居 者 が 使 用 期 間 の 終 了 後 も 引 き 続 き 駐 車 場

を 使 用 す る と き は 、 使 用 期 間 終 了 日 の 14日 前 ま で に 第 １ 項 の

申請をしなければならない。  

 

（使用者の選考）  



第 ６ 条  第 ３ 条 の 許 可 は 、 入 居 者 １ 人 当 た り １ の 駐 車 区 画 に 対

し て 行 う 。 た だ し 、 当 該 コ ミ ュ ニ テ ィ 住 宅 の 駐 車 場 に 空 き 駐

車区画がある場合は、この限りでない。  

２  前 条 第 １ 項 の 申 請 の 数 が 、 使 用 さ せ る こ と の で き る 駐 車 区

画 の 数 を 超 え る 場 合 に お い て は 、 公 開 抽 選 に よ り 使 用 者 を 決

定する。  

３  市 長 は 、 必 要 が あ る と 認 め る と き は 、 前 ２ 項 の 規 定 に か か

わらず使用順位を定めて使用予定者を定めることができる。  

 

（使用の変更）  

第 ７ 条  入 居 者 は 、 自 動 車 又 は 使 用 者 を 変 更 し よ う と す る と き

は 、 行 政 財 産 目 的 外 使 用 許 可 変 更 届 （ 第 ３ 号 様 式 ） を 市 長 に

提出しなければならない。  

 

（使用料）  

第８条  駐車場の使用料は、月額 3,675円とする。  

 

（使用料の減額）  

第 ９ 条  入 居 者 又 は そ の 同 居 者 が 、 身 体 障 害 者 、 戦 傷 病 者 、 知

的 障 害 者 又 は 精 神 障 害 者 で あ り 、 自 動 車 税 （ 軽 自 動 車 税 を 含

む。）の 減免の対 象となる 者である 場合にあ っては、 市長は、

当 該 減 免 に 係 る 自 動 車 を 駐 車 す る 駐 車 場 の 使 用 料 の ２ 分 の １

を減額することができる。  

２  前 項 の 規 定 に よ る 使 用 料 の 減 額 を 受 け よ う と す る 入 居 者 は 、

行 政 財 産 目 的 外 使 用 料 減 額 申 請 書 （ 第 ４ 号 様 式 ） を 市 長 に 提

出しなければならない。  

３  市 長 は 、 使 用 料 の 減 額 を 決 定 し た と き は 、 行 政 財 産 目 的 外

使 用 料 減 額 決 定 通 知 書 （ 第 ５ 号 様 式 ） を 前 項 の 申 請 者 に 交 付

するものとする。  

４  使 用 料 の 減 額 の 期 間 は 、 前 項 の 通 知 を し た 日 の 属 す る 月 の



翌 月 か ら 第 ５ 条 第 ２ 項 の 規 定 に よ り 許 可 を し た 使 用 期 間 の 終

了 日 ま で （ 第 １ 項 の 条 件 を 満 た さ な い 期 間 を 除 く 。） と す る 。 

 

（使用料の納付等）  

第 10条  許 可 を 受 け た 入 居 者 は 、 毎 月 、 所 定 の 期 日 ま で に そ の

月分の使用料を納付しなければならない。  

２  使 用 料 は 、 使 用 期 間 が １ 月 未 満 で あ る と き 若 し く は そ の 期

間に１月未満の端数があるときは、１月として計算する。  

３  春 日 井 市 コ ミ ュ ニ テ ィ 住 宅 条 例 （ 平 成 ７ 年 春 日 井 市 条 例 第

28号 ） 第 11条 に 規 定 す る 入 居 の 承 継 に よ り 新 た に 入 居 者 と な

っ た 者 が 引 き 続 き 駐 車 場 を 使 用 す る た め 第 ５ 条 第 １ 項 の 申 請

を し た と き は 、 市 長 が 使 用 の 許 可 を し た 日 の 属 す る 月 の 使 用

料 は 、 第 １ 項 の 規 定 に か か わ ら ず 承 継 の 前 後 の 許 可 を 受 け た

入居者のいずれかが納付するものとする。  

４  第 12条 に 規 定 す る 届 出 を し な い で 駐 車 場 の 使 用 を 廃 止 し た

場 合 に お い て は 、 市 長 が 認 定 し た 日 の 属 す る 月 ま で の 使 用 料

を納付しなければならない。  

 

（使用許可の取消し等）  

第 11条  市 長 は 、 次 の 各 号 の い ず れ か に 該 当 す る と き は 、 駐 車

場の使用の許可を取消すことができる。  

⑴  不正の行為により使用の許可を受けたとき。  

⑵  使用料を３月以上滞納したとき。  

⑶  正 当 な 事 由 に よ ら な い で 15日 以 上 駐 車 場 を 使 用 し な い と

き。  

⑷  駐車場又はその附帯する設備を故意にき損したとき。  

⑸  第３条に規定する許可の基準を満たさなくなったとき。  

⑹  この要綱に違反したとき。  

⑺  前 各 号 に 掲 げ る 場 合 の ほ か 、 駐 車 場 の 管 理 上 必 要 が あ る

と認めるとき。  



２  前 項 の 規 定 に よ り 、 駐 車 場 の 使 用 の 許 可 を 取 消 さ れ た 入 居

者は、速やかに駐車場を明け渡さなければならない。  

 

（廃止届）  

第 12条  入 居 者 は 、 駐 車 場 の 使 用 を 廃 止 し よ う と す る と き は 、

廃 止 し よ う と す る 日 の ５ 日 前 ま で に 行 政 財 産 目 的 外 使 用 廃 止

届 （ 第 ６ 号 様 式 ） に 許 可 書 を 添 え て 市 長 に 提 出 し な け れ ば な

らない。  

 

（事故等の免責）  

第 13条  市 長 は 、 駐 車 場 に お い て 、 自 動 車 相 互 の 接 触 若 し く は

衝 突 に よ り 生 じ た 損 害 又 は 自 然 災 害 若 し く は 不 可 抗 力 に よる

損害については、その責めを負わない。  

 

（保管場所の証明）  

第 14条  入 居 者 は 、 自 動 車 の 保 管 場 所 の 使 用 承 諾 証 明 を 受 け よ

う と す る 場 合 は 、 保 管 場 所 使 用 承 諾 証 明 願 （ 第 ７ 号 様 式 ） を

市長に提出しなければならない。  

２  市 長 は 、 前 項 の 証 明 願 が 提 出 さ れ た と き は 、 当 該 自 動 車 の

保 管 場 所 使 用 承 諾 証 明 書 （ 第 ８ 号 様 式 ） を 発 行 す る も の と す

る。  

 

附  則  

１  この要綱は、平成 18年４月１日から施行する。  

２  春 日 井 市 コ ミ ュ ニ テ ィ 住 宅 駐 車 場 要 綱 （ 平 成 ８ 年 ８ 月 １ 日

施行）は、廃止する。  


